
令和６年度

東京都成人期発達障害専門医療機関ネットワーク構築事業
活動報告

①専門人材育成・実地研修

②情報収集・提供

③ネットワーク構築・運営

令和７年2月５日（水）
令和６年度 東京都発達障害者支援地域協議会
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①-1.専門人材育成研修・実地研修※ハイブリッド開催

開催日 内容 講師 敬称略 参加総数

8月25日(日)

専門医が教える診察場面でのポイント、診断書の書き方
加藤 進昌

(公益財団法人神経研究所 理事長・精神科医)
34機関

48名

（医師25名）
産業保健活動での発達障害支援

～産業医として経験した事例、産業医との連携～

小林 靖

（こころ診療所 精神科医）

９月29日(日)

発達障害と親なき後
五十嵐 美紀

（昭和大学発達障害医療研究所 精神保健福祉士）
31機関

48名

（医師20名）
ユニバーサルグループの実践

～誰にとっても参加しやすく効果的なグループの取組み～

関根 知彦

（まちどりクリニック臨床心理士・公認心理師）

10月29日(日)

意思決定の特徴から考えるASDとADHD
藤野 純也

（東京科学大学 精神行動医科学分野講師・精神科医）
30機関

47名

（医師16名）ADHDの診療
幡手 隆雄

（小石川東京病院 精神科医）

11月23日(祝)

小児期における高次脳機能障害
上田 敬太

（京都光華女子大学教授・精神科医）
30機関

42名

（医師16名）限局性学習症～臨床事例を中心に～
丹治 和世

（小石川東京病院 副院長・精神科医）

12月10日(日)
ASDとカモフラージュ～CAT-Qからわかること～

①理論編、②実務編

藤川 洋子

（京都工芸繊維大学特任教授）

三好 智子

（京都工芸繊維大学教授）

25機関

35名

（医師13名）

申込件数Ｎ=75、うち医師は33名（44％）、看護師11名(14％)、心理士17名（22％）、作業療法士5名、精神保健福祉士7名
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①-1.専門人材育成研修 各回満足度

参加動機：「業務に活かすため」「発達障害に関する知識を得るため」（各79.2％）、「テーマに関心あり」（62.5％）が上位を占めた
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①-1.参加者の声※一部抜粋 ①-2.実地研修等

＜１日目＞
・「ASDに加えADHDに関する診断や薬物治療の実際をより知る
ことが出来ました」「産業医がどのように活動しているかの実際を
具体的に知ることができ、連携に関する情報も参考になりました」
など
＜２日目＞
・「親亡き後について、本人たちへのアプローチの仕方について学
ぶことが出来ました。 本人の大切にしているものも含めて、意思決
定支援する大切さを実感しました」「家族を巻き込む支援の方法の
ヒントが得られました」など
＜３日目＞
・「行動経済学の視点からの整理は、対処の工夫を検討する際に、
とても役立ちそうで、興味深く聴かせていただきました」「ADHDの
理解に、SCTについて初めて知ることができ、理解を広げることが
できました」など
＜４日目＞
・「LDや高次脳機能障害など、検査や支援についてヒントを頂きま
した。事例が考えさせられる点が多く、ありがとうございました」「学
習障害、高次脳機能障害について、症例交え、具体的にどういうこ
とがあるのか、どのように精査して診立てしていくのかなど詳しく知
ることができました」など
＜５日目＞
・「カモフラージュという視点からも診てみたい」 「『問題の核心は
所属感』勉強になりました」、「 事例の方の就活場面の具体例勉
強になりました」など

＜発達障害専門外来陪席＞
●４機関
・こころ診療所吉祥寺駅前 １名
・陽和病院 １名
・国立精神・神経医療センター病院 １名
・多摩総合医療センター病院 １名

＜発達障害専門デイケア見学＞
●２機関
・後藤クリニック ３名
・陽和病院 ２名×4日

＜医療機関訪問・助言等＞
●６機関
・大内病院 ３回
・後藤クリニック ７回 ★令和7年1月よりＡＳＤ専門プログラム導入
・小石川メンタルクリニック １回
・市ヶ谷ひもろぎクリニック １回
・陽和病院 ３回
・ストレスケア東京上野駅前クリニック １回
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②情報収集・提供

・「発達障害」をキーワードに抽出された603の医療機関に、専門人材育成研修
の案内とともにアンケート調査を実施

・回答方法：郵送（料金受取人払い）、Ｇｏｏｇｌｅフォームの併用

・期間：令和６年7月17日～10月30日

・提供：都民からの相談が多いＴＯＳＣＡに情報提供を行っている

有効回答率

22.3％
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※専門外来標榜機関で、初診までの待機期間即日受入れが２機関あり
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③ネットワーク運営・構築

＜診療体制検討協議会＞
●第1回：令和６年６月３日(月) 18：30～19：30 オンライン開催
・出席機関：東京都福祉保健局、公益財団法人神経研究所(都拠点)、
医療法人社団草思会錦糸町クボタクリニック(区部拠点)、特定医療
法人研精会稲城台病院(多摩地区拠点)、成人発達障害支援学会
(オブザーバー)
・議題：令和６年度研修等実施計画、地域の成人発達障害診療・支
援情報共有、おとなＴＯＳＣＡに寄せられる相談から、初診待機解消に
向けた各圏域での働きかけ等
●第２回：令和７年３月17日（月） 18：30～19：30 オンライン開催

＜区部圏域連絡会・研修会＞ 主催：区部拠点医療機関
●第１回圏域連絡会
令和６年８月18日（日）13：00～14：30
●圏域研修会・第２回圏域連絡会
令和７年１月２６日（日）13：30～15：00、15：30～16：30
「成年期発達障害の外来診療と社会的支援の現在」
講師：柏 淳 氏（ハートクリニック横浜 院長）

＜多摩地区圏域連絡会・研修会＞ 主催：多摩地区拠点医療機関
●第１回圏域連絡会
令和６年７月７日（日）10：00～11：30
●圏域研修会・第２回圏域連絡会
令和６年１0月２0日（日）13：00～14：30、15：00～16：00
「発達障害と睡眠」
講師：伊東 若子 氏（小石川東京病院 睡眠外来医師）
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中間総括

・専門人材育成研修では、医師の申し込みが44％であり、年々増加傾向にある。回によっては、医師の参加者
が半数を超えることもあった。しかし回を重ねるに従って、医師だけでなく全体の参加者が微減傾向にある。祝
日開催や12月開催の影響も考えられなくはないが、医師の関心に添えていない可能性が考えられる。多角的
な視点、たとえば医療にも近接する教育領域などにおいての講師調整なども前向きに検討をしていく。

・医療機関の待機状況は、今年度の調査では短縮傾向にあったが、その理由として一部の発達障害専門外来
医療機関が未回答であったこと、一方で専門外来を標榜する医療機関において初診待機がない機関が存在
したことによるものであると考えられる。そもそも「専門外来」とは何かという定義自体が調査項目において曖
昧かつ回答者の判断によるところもあり、そうした事情も待機期間に影響を及ぼしているものと推察される。

・発達障害支援学会大阪大会において、東京都の取組み報告を行った。それにより、同会に参加していた都内
区部の医療機関から発達障害専門プログラム導入支援の依頼を受けた。同医療機関ではＡＤＨＤしか診てい
なかったが、実際に来院する患者の半数以上がＡＳＤであり、支援の必要性を感じていてとの理由であった。同
プログラム導入に向け、複数回の導入準備支援を行ったことにより、区部では１機関の増加につながった。
一方で多摩地区では、都拠点研修に参加する医療機関は増加してきているものの、新たに「診断後の支援」
の導入に関心を持っているという情報をつかみきれておらず、今後の課題である。
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